
一人でLv6の宝発掘ができるベーシックなトレハンバードです。 

ぶっちゃけ今はトレハン自体が趣味扱いですが、いつか日の目を見る日が来るかもしれない。 
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解説

沸いてくるモンスターを扇動し、不調和と攻撃魔法でトドメを刺す。 

宝の地図は解読さえしてしまえば掘り出す時に地図スキルは不要なので、宝の地図を纏めて一気に解読し、 

その後ソウルストーンで地図と鍵スキルを入れ替えればスキルの節約が出来ます。 

スキル構成はバード(solo仕様)とほぼ同じなのでわざわざトレハン専用のキャラを用意せずとも 

地図鍵を上げておけば既存のバードメイジにソウルストーンを使って使い分ければ育成の手間が省けます。 

育成について

不調和と、上げるなら扇動のスキル上げが厄介。 

テイマーがいない場合は、上級テンプレートトークンを利用して即席テイマーを用意するのもあり。 

Lockpickingは95以降のスキル上げが非常に面倒なスキルなので、 

ソウルストーン（フラグメント）でGGSを利用しよう。 

トレハン箱の掘り方

トレハン沸きモンス処理概略 

1 宝箱を掘り出し、最初の４匹はインビジでやり過ごす

2

距離をおき土エレを２匹召喚。扇動を持っているなら扇動で４匹を同士討ちさせて処理。

扇動を持っていない場合は一匹ずつ引っ張ってきて土エレ×２を盾にしつつ不調和＋EBの

連射で処理していく

3 土エレ×２をStayさせて宝箱の中身を回収

4 回収中にモンスターが沸いたら土エレ×２を盾にしつつ不調和＋EBの連射で処理

仕様

ステ振り

STR:125 

DEX:10 



INT:残り全部 

スキル

Magery 120 8thの使用頻度は高いです。スクロ使うなら110程度でも可

Evaluating

Intelligence

115～

120

Musicianship 120

Discordance 120

Meditation

Provocation
120

通常は瞑想で構いませんが、Lv6を大量に掘りたい場合は扇動を

入れると楽になります

Cartography

Lockpicking
100

両方同時に必要になる場面はありません。片方はソウルストーン

に保管

プロパティ

抵抗 物理・炎・エネ70

マナ回復 マナを大喰いする関係上、たっぷりと

マナコスト軽減 40

秘薬コスト軽減 理想は100ですが、宝箱の中に秘薬が入っているので0でも問題ありません

魔法ダメージ 30以上

ファストキャスト 2

キャストリカバリ 5

装備例

【武器・盾】 

Crystalline Ringとの相性問題から、CR2付きの各種上位特効スペルブックを揃えるのが理想。 

CR2付きが入手できなければキャストリカバリ追加にChaos Shield - Museum of Vesper Replicaを使えば良いですが、

Potが使えなくなる難点があります。トレハンでPotが使えないと死にやすいので出来れば片手は開けておきたい所で

す。 

【頭】 

用意できるならマナ回復４＋魔法ダメージの白帽子で確定。 

貧乏なら雷神笠やNystul’s Wizard’s Hatもオススメ 

【首】 

Pendant Of The Magiは便利ですが、抵抗値に難があるので出来れば普通の皮首を用意したい。 

マナ回復２、マナコス、秘薬、物理、炎抵抗の付いた物が理想。 



【胴】 

マナコストの稼げるルンビ胴が第一候補。 

【足・腕】 

抵抗値を手っ取り早く稼ぎたいならRoyal leggings of Embers 

【篭手】 

有効なAF類は無いので、マナ回復、マナコスト、秘薬軽減付きの高抵抗パーツを用意する。 

【タリスマン】 

Totem of the Void 

【Ring】 

Crystalline Ringもしくは魔法ダメージ＋FC、CR付きリング 

【Bracelet】 

青腕輪もしくは魔法ダメージ＋FC、CR付きブレスレット 

種族

荷物を大量に持て、瞑想フォーカスに保証のつく人間が有利。 

Tips

沸いてくるモンスターを放置すると攻略が早いですが、近隣住民に迷惑をかけます。

１年褒章でソウルストーンが３つ貰えるので、持っていない人はその日まで耐え忍ぼう。

コメント

名前: 

コメント: 

投稿
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